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人工ピン導入希土類系高温超電導線材リリース

4

4

FYSC-SCH04

FESC-SCH04

線材幅
（mm）

0.13

0.11

線材厚さ
（mm）

75

50

金属基盤
（μm）

20

20

安定化層
（μm）

165

85

368

514

臨界電流［A］

77K, 0T
（仕様値）

20K, 5T
（参考値）

従来品

人工ピン導入品

備考型番

温度・磁場領域の一例として、20ケルビン（K）（-253℃）、5

テスラ（T）では40%以上もの臨界電流特性向上が期待さ

れます。

希土類系高温超電導線材は幅広い温度・磁場領域に適

用することができ、電力、医療、分析機器等、様々な産業機

器応用が期待されています。高磁場で使用するアプリ

ケーションでの需要や導体の高電流密度化の要求も多

く、人工ピン導入超電導線材は特にそのような要求に応

えることができます。また、弊社独自の製法により、高特性

のみならず、安定的に長尺線材を製造することも可能に

なりつつあります。従来品を含め、弊社超電導線材は高温

超電導応用機器の実用化を推進する一翼を担うものと期

待しています。弊社ではこれか

らも希土類系高温超電導線材

の更なる品質・信頼性向上に努

めると共に、顧客要求に応じた

仕様提案、製品提供を行ってい

きます。＊ 1テスラ（T）＝1万ガウス

希土類系高温超電導線材は磁場中臨界電流特性に優

れ、一般に人工ピンと呼ばれる不純物を加えることで低

温域の磁場中臨界電流特性が向上することが知られてい

ます。弊社では従来製造してきた希土類系高温超電導線

材の更なる臨界電流特性向上のため、人工ピン導入超電

導線材の研究開発を進めてきました。今回、開発が完了

し、量産化の目途が立ったことから、2019年度より人工ピ

ン導入超電導線材の販売、提供を開始しています。

弊社で開発した人工ピン導入超電導線材は、従来品に比

べ、通常液体窒素中（77ケルビン（K）/-196℃、0テスラ

（T）＊）の通電試験における臨界電流（Ic）は下がるもの

の、一般に高温超電導線材の産業応用で想定されている

ask-sc@jp.fujikura.com新規事業推進センター 超電導事業推進室

● 製品ラインアップ

● 磁場中臨界電流特性
●超電導線材構造模式図

Shaping the future with 

"Tsunagu" Technology.
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我輩は「線」である Ⅱ

我
輩
は
〝
線
〞
で
あ
る
。

突
然
、
目
の
前
に
猫
が
現
れ
た
。

「
な
ぜ
こ
ん
な
場
所
に
」
と
考
え
て
い
る
時
間
は

な
い
。
猫
は
我
輩
に
気
付
き
、
キ
ュ
ッ
と
瞬
時
に

踵
を
返
し
た
。
そ
し
て
、
光
の
ご
と
き
速
さ
で
そ

の
場
か
ら
消
え
た…

…

。

我
輩
は
「
突
然
」
が
苦
手
で
あ
る
。

予
定
通
り
の
行
動
を
好
む
性
格
で
あ
り
、
猫
の
よ

う
な
自
由
奔
放
さ
や
、
機
敏
さ
も
な
い
。

望
み
と
い
え
ば
、
平
常
で
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
だ
。

我
輩
の
平
常
と
は
、
各
地
を
巡
り
な
が
ら
四
季

折
々
の
山
紫
水
明
を
愉
し
む
、
穏
や
か
な
毎
日
の

こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
そ
ん
な
平
常
の
こ
と
を

「
平
和
」と
呼
ぶ
ら
し
い
。

悪
く
な
い
が
、
も
っ
と
い
い
呼
び
名
が
あ
る
。

「
令
和
」
な
ど
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
我
な
が
ら
、

よ
り
美
し
き
日
々
を
思
わ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。

さ
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
。

令
和
な
未
来
に
向
け
、

猫
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
鈴
の
音
が

ホ
ー
ム
に
こ
だ
ま
し
て
い
る
。

f.novel-2

安定化層

保護層

超電導層

中間層

金属基板
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● 写真1：ケーブル着脱式イヤホン（金色の部分が、コネクタ）

● 写真2：MMCXGコネクタ（新製品）
　 赤丸部の外部導体を一体化

● ケーブルの外観

単4電池

ZLCX-1.5D

920MHz帯用細径LCXの開発

イヤホンケーブル着脱用コネクタ MMCXGシリーズ

近年、IoTが大きな注目を集める中、RFIDやLPWA※1など

の920MHz帯を用いた無線通信需要が増えています。こ

のような背景から、（株）フジクラ・ダイヤケーブルでは

920MHz帯に対応した外径約3mmの細径LCX※ 2

「ZLCX-1.5D」を開発しました。

LCXはケーブル型の無線アンテナで、細径化により ①省

スペース ②曲げやすい ③軽量 などの従来のLCXには無

い特長を有しています。

これらの特長により、商品棚といった限られたスペースへ

の配線が可能となり、商品のRFIDタグ間との通信による

リアルタイムの在庫管理や、電波遮蔽物が多数存在し、か

つ配線スペースが狭い環境下における、近傍の各種セン

サからのデータ収集など、RFIDやLPWAの活用範囲を大

きく広げることが可能となります。

また、従来のLCXよりもアンテナ利得が高くなるように設

計しているため、パッシブRFID等への展開性も有してい

ます。

本開発品はその性能、取り扱いのしやすさから、今後、IoT

が世の中に普及していく中で様々なシーンでの活用が期

待できます。
※1・・・LPWA： Low Power Wide Area（「長距離のデータ通信」、「低消費
　　　電力」という2つの特徴を満たしている通信ネットワーク)
※2・・・LCX： Leaky Coaxial Cable：漏えい同軸ケーブル

最近、音質を重視する高級イヤホン市場では、ケーブ

ル着脱式（写真1）が増えてきています。着脱式にするこ

とで、お客様はケーブルが断線しても、ケーブル交換だ

けで済むので、出費が抑えられます。またケーブルを変

えて音質の変化を楽しむこともできます。　

当社は、これまでケーブル着脱用コネクタとして

MMCXFシリーズを好評販売してまいりました。今回、音

質をさらに改良したMMCXGシリーズ（写真2）を商品

化しました。新シリーズは、コネクタ嵌合部品(外部導

体)を一体化し、不連続部分を無くした構造にしました。

これにより、接触信頼性と機械的強度を向上させ、瞬断

による音切れ発生を低減させました。引き続き、お客様

のニーズに合わせた開発を行なってまいります。

https://www.fujikura-dia.co.jp/contact/ フジクラ・ダイヤケーブル

ddk.contact@jp.fujikura.comコネクタ開発部

Shaping the future with "Tsunagu" Technology.
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EXhibition

展示会情報

支持線

被覆 外部導体

絶縁体
内部導体

● 溶接部の外観

● 溶接部断面模式図

● LILIA-150T 本体

● LISSA-101 端子箱

安全・安心

FPC溶接技術の開発

当社は、FPC（Flexible Printed Circuits）の銅箔とアルミ

材を直接溶接する技術を開発しました。一般的に銅とア

ルミの溶接では、その接合部に脆い金属間化合物が形成

されるため接合強度が低下し、適用は難しいと言われて

います。この問題を解決するた

め、当社製ファイバレーザーを

採用し、独自の溶接工法を用い

ることで、金属間化合物の生成

を抑えた接合を可能にしまし

た。この技術により、FPCの補強板として一般的に使用さ

れているアルミ補強板を電流路として用いた大電流アプ

リケーション等への適用を目指してまいります。

askfpc@jp.fujikura.comプリント回路事業部

https://www.fujikura-dia.co.jp/contact/ フジクラ・ダイヤケーブル

展示品例

JECA FAIR 2019 （第67回電設工業展）

日時
2019年5月22日（水）～24日（金）　
10：00～17：00 

場所
東京ビッグサイト 西1・2ホール
（フジクラ・ダイヤケーブルブース 1-19）

化、安全・安心、未来のご提案」を中心に、活線シース絶縁

不良点測定装置、発泡絶縁型漏えい同軸ケーブル・コネ

クタ、RFIDタグとLCXの組み合わせによる商品管理などを

展示します。

皆様のご来場を心よりお待ちしています。

JECA FAIR 2019は、電気設備用機器、資材、工具などの

メーカー、販売業者が一堂に会する電設業界における国

内最大の展示会です。今回は「新たな一歩！踏み出す力！

電設技術が未来を変える！」をテーマに掲げています。

（株）フジクラ・ダイヤケーブルのブースは、「省力化・効率

（初日は10：30～17：00、最終日は10：00～16：30）

活線シース絶縁不良点測定装置
高圧ケーブルのシース絶縁を
活線状態で高精度に測定可能

施工省力化

発泡絶縁体型漏えい同軸ケーブル・コネクタ
軽量化・可とう性向上、取付時間短縮

未来のご提案

RFIDタグとLCXの
組み合わせによる商品管理
無線通信でモノの位置検出による省人化

銅箔 絶縁層

絶縁層
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当社は、サーボモータ用防水丸形コネクタとして「CE05 

シリーズ」を好評販売しております。

今回、嵌合方式をネジ式からワンタッチロック式に変えた

新製品「CE05M シリーズ」をラインアップに加えました。

　

■ ワンタッチロック嵌合にすることで、ネジ締めの作業が
　 軽減し、トルク管理が不要になります。

■ レセプタクルは、ネジ嵌合とワンタッチロック嵌合に対
　 応できます。そのため既存のプラグケーブルにも対応で
　 きます。

■ 従来品よりも耐振動特性が向上しています。

● CE05M（左からレセプタクル、ストレート形プラグ、ライトアングル形プラグ）
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特長

Corporate Innovation Award @ Batch 2.2019 
連続受賞

サーボモータ用防水丸形コネクタ CE05M シリーズ

www.fujikura/contact/02/index.phpBRIDGE WEBお問合わせ

ddk.contact@jp.fujikura.comコネクタ開発部
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企業のイノベーションを支援しており、当社がパー

トナー契約をしているPlug and Play Japan（株）か

ら、Corporate Innovation Award をいただきまし

た。この賞は、半年間のプログラム中に、特にオー

プンイノベーションを推進している企業に贈られ

るものですが、昨年の９月に続き今回も受賞する

ことができました。継続的なオープンイノベーショ

ンの推進や実証実験の成果が評価されたものと

考えます。今後も皆さんと協力して活動を加速さ

せていきたいと思います。

● 嵌合方式


